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乳幼児のムシ歯予防のために

－

二
、
三
面

南
部
都
市

広
域
圏
特
集

１
歳
６
ヵ
月
児
健
診
時
に

４月から

市
で
は
、
一
歳
六
ヵ
月
児
健
康
診
査
に
新
し
く
歯
の
健
康
診

査
を
加
え
、
四
月
か
ら
実
施
。
歯
科
医
師
に
よ
る
健
診
と
歯
科

衛
生
士
に
よ
る
歯
み
が
き
指
導
な
ど
も
行
い
ま
す
。

一一゛゛゛｀ 一゛一

近
年
、
若
い
世
代
の
家
庭
が
増

え
る
の
に
と
も
な
っ
て
、
母
子
保

健
対
策
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

そ
こ
で
市
で
は
、
乳
・
幼
児
保

健
対
策
と
し
て
三
ヵ
月
児
健
康
診

査
や
一
歳
六
ヵ
月
児
健
康
診
査
、

乳
幼
児
相
談
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
三
ヵ
月
児
健
診
は
、
先
天
性

股
関
節
脱
臼
や
心
疾
患
な
ど
、
疾

病
・
障
害
を
早
期
に
発
見
・
治
療

す
る
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
の
場
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
。
一
歳
六
ヵ

月
児
健
診
は
、
従
来
「
お
誕
生
健

診
」
と
し
て
実
施
し
て
い
た
一
歳

児
健
診
を
、
幼
児
の
こ
と
ば
や
歩

行
な
ど
至
ａ
め
た
精
神
の
発
達
に

そ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
略
達
の

節
に
行
う
よ
う
に
し
た
も
の
で

す
。

歯
み
が
き
指
導
も

こ
う
し
た
母
子
保
健
事
業
を
さ

ら
に
充
実
さ
せ
る
た
め
、
巾
民
の

み
な
さ
ん
か
ら
の
強
い
要
望
で
あ

っ
た
乳
幼
児
の
ム
シ
歯
予
防
対
策

を
、
今
年
の
四
月
か
ら
一
歳
六
力

Ｈ
児
健
診
時
に
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
歯
科
健
診
は
、
宇
治
久
世

歯
科
医
師
会
と
京
郎
府
歯
科
衛
生

士
会
の
協
力
を
得
て
実
施
す
る
も

の
で
、
ム
シ
歯
の
ｙ
期
発
見
と
歯

の
汚
れ
の
状
態
、
生
活
習
慣
の
点

検
、
そ
れ
ら
に
基
づ
く
親
と
子
に

対
す
る
歯
み
が
き
指
導
な
ど
を
行

い
ま
す
。

市
で
は
。
今
年
度
か
ら
新
し
く

設
け
た
こ
の
歯
科
健
診
で
。
子
ど

も
さ
ん
の
健
康
な
発
育
の
た
め
、

お
母
さ
ん
に
ム
シ
歯
予
防
の
重
要

性
と
そ
の
具
体
的
な
方
法
を
身
に

つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

は
じ
め
て
実
施
し
た
四
月
の
歯

科
健
診
の
結
果
、
ム
シ
歯
に
な
る

要
因
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
も
の
に

ご
度
も
歯
を
み
が
い
た
こ
と
が

な
Ｐ
、
”
オ
ヤ
ッ
を
だ
ら
だ
ら

与
え
て
い
戸
ニ
ま
だ
ホ
乳
ビ
ン

を
使
っ
て
い
る
”
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
前
歯
の
汚
れ
状
態

を
み
る
た
め
の
染
め
出
し
液
を
つ

らＪる
の
ごで

け
て
み
た
と
こ
ろ
。
一
歳
六
ヵ
月

児
で
も
こ
ん
な
に
汚
れ
て
い
る
の

か
と
思
え
る
ほ
ど
ま
っ
赤
に
染
ま

り
ま
し
た
。

昭
和
五
十
三
年
度
の
三
歳
児
健

診
の
実
施
結
果
で
は
、
京
都
府
下

平
均
ム
シ
歯
保
有
率
は
六
〇
・
二

基礎控除など引上げ

市税条例が一部改正

四
月
市
議
会
臨
時
会
で
。
市
税

条
例
の
一
部
改
正
案
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
の
市
税
条
例
の
改

正
は
、
去
る
三
月
の
国
会
で
地
方

税
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
と
も
な
う
も
の
で
す
。

智
で
、
一
人
当
り
の
ム
シ
歯
が
四

・
八
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
三
歳
か
ら
ム
シ
歯
の
予

防
に
取
り
組
ん
で
も
す
で
に
遅
い

と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
乳
幼
児
の

ム
シ
歯
予
防
対
策
は
、
妊
娠
中
の

栄
養
や
乳
児
期
か
ら
の
食
事
、
生

活
習
慣
な
ど
の
注
意
が
大
切
で
。

子
ど
も
さ
ん
の
歯
の
健
康
を
守
る

う
え
で
母
親
の
は
た
す
役
割
は
大

き
い
も
の
で
す
。
子
ど
も
さ
ん
の

ム
シ
歯
は
、
お
母
さ
ん
の
手
で
予

防
で
き
４
と
い
え
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
；

な
お
、
三
ヵ
月
児
健
診
二
歳

六
ヵ
月
児
健
診
は
個
人
通
知
を
し

て
い
ま
す
・
他
の
保
健
衛
生
事
業

は
。
三
月
二
十
一
日
号
の
市
政
だ

よ
り
屋
健
衛
生
特
集
号
”
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

基
礎
控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養

控
除
を
は
じ
め
、
障
害
者
、
老
年

者
、
寡
婦
、
勤
労
学
生
の
控
除
額

を
引
き
上
げ
る
他
、
新
た
に
同
居

老
親
等
扶
養
控
除
を
設
け
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
個

人
市
民
税
の
課
税
最
低
限
は
、
標

準
世
帯
（
夫
婦
・
子
ど
も
二
人
）

で
百
四
十
九
万
円
か
ら
百
五
十
八

万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

○
個
人
市
民
税
均
等
割

昭
和
五
十
一
年
度
の
税
率
改
正

以
来
据
え
置
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
後
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

と
物
価
変
動
な
ど
か
ら
、
個
人
均

等
割
は
千
二
百
円
か
ら
千
五
百
円

に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

○
個
人
市
民
税
所
得
割

各
種
所
得
控
除
の
引
き
上
げ
に

伴
う
減
収
に
対
処
す
る
た
め
、
市

民
税
の
税
率
構
造
と
各
所
得
階
層

の
負
担
の
均
衡
を
考
慮
し
、
更
に

地
方
税
法
の
改
正
に
準
じ
て
、
所

得
割
の
標
準
税
率
適
用
区
分
の
一

部
を
調
整
し
た
も
の
で
、
昭
和
五

市
民
税
の
改
正
点

巾
民
税
の
上
な
改
正
点
は
次
の

と
お
り
で
す
。

○
個
人
市
民
税
の
基
礎

控
除
な
ど
引
上
げ

化
民
負
批
の
軽
減
を
図
る
た
め

割
の
税
率
適
用
区
分
は
、
昭
和
瓦

上
八
年
一
月
以
後
に
支
払
う
べ
き

退
職
１
当
等
に
係
る
所
得
割
か
ら

適
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
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6
1
人
の
市
民
と
対
話

市
長
が
町
へ
出
て
、
市
民
の

み
な
さ
ん
か
ら
の
生
の
声
を
聞

か
せ
て
い
た
だ
こ
う
Ｉ
と
第

一
回
「
青
空
市
民
相
談
」
が
、

四
日
、
宇
治
橋
通
り
の
歩
行
者

天
国
で
開
か
れ
ま
し
た
。

午
後
一
時
か
ら
四
時
ま
で
の

間
に
六
十
一
人
の
市
民
が
訪
れ
、

市
長
や
担
当
部
長
に
直
接
要
望

や
意
見
か
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

．
五
月
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
、

歩
行
肴
人
同
に
く
り
出
し
た
人
で

い
っ
ぱ
い
の
字
治
僑
通
り
に
、
島

宇治橋通り

歩行者天国

田
市
挺
を
は
じ
め
両
助
役
、
教
青

長
、
各
部
艮
ら
十
四
人
が
渠
〈
‥
。

買
物
に
き
て
相
談
に
こ
ら
れ
た

宇
治
橘
通
り
歩
行
者
天
国
（
会
場
付
近
）

市
民
な
ど
で
。
青
空
相
談
は
な
ご

や
か
な
ふ
ん
囲
乱
。
鳥
ｍ
市
挺
も

チ
ェ
ッ
ク
の
ポ
口
シ
ャ
ツ
と
い
う

軽
装
で
市
民
の
相
談
に
気
軽
に
応

じ
て
い
ま
し
た
。

市
で
は
今
後
も
、
市
民
の
み
な

’
さ
ん
と
M
T
Z
を
通
し
て
、
市
民

参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

るじ応くし親”談相
長
の
市
民
田
市
島
▼置設も一ナ一コ談相圧血▲

゛゛ゆ゛゛゛゛

母
の
日
感
謝
サ
ー
ビ
ス
券

ご
住
所
一

ｍ

■

お
名
前
一

眼
。

本
券
を
ご
持
参
の
方
に
新
茶

一
煎
パ
ッ
ク
を
差
し
上
げ
ま
す
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21世紀を展望して

号15
2
第

今日までの経過

京
都
南
部
都
市
広
域
行
政
圏
は

宇
治
市
、
城
陽
市
、
八
幡
市
、
田

辺
町
、
宇
治
由
原
町
、
久
御
山
町
、

井
手
町
の
南
山
城
地
域
の
三
市
四

町
と
、
向
日
市
、
長
岡
京
市
。
大

山
崎
町
の
乙
訓
地
域
の
二
市
一
町

か
ら
構
成
さ
れ
、
昨
年
十
一
月
十

五
日
に
発
足
し
て
い
ま
す
。

さ
て
。
こ
の
圏
域
は
近
年
、
大

都
市
で
あ
る
京
都
市
等
の
影
響
を

強
く
受
け
て
、
都
市
的
諸
問
題
は

多
様
化
す
る
と
と
も
に
広
域
化
し

た
形
で
現
わ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
近
隣
の
各
市
町
が
共

同
し
て
解
決
に
あ
た
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
問
題
も
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

す
で
に
、
ご
み
や
し
尿
の
処
理
、

伝
染
病
｀
琴
で
一
部
事
務
組
合
方

式
に
よ
る
対
応
や
、
市
町
長
に
よ

る
連
絡
協
議
会
な
ど
を
中
心
に
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

今
日
、
な
お
い
っ
そ
う
の
総
合
的

か
つ
計
画
的
な
な
り
組
み
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
。
こ
の
五
市
五
町

で
は
、
大
都
市
周
辺
地
域
振
興
整

備
措
置
要
綱
に
基
’
づ
き
、
各
市
町

の
自
主
性
と
独
自
性
を
生
か
し
た

活
力
あ
る
身
近
な
生
活
圏
づ
く
り

と
各
市
町
の
個
性
あ
る
発
展
を
図

り
つ
つ
豊
か
な
圏
域
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
広
域
行
政
圏
計
画

を
策
定
し
た
も
の
で
す
。
し
た
が

っ
て
こ
の
計
画
は
、
各
市
町
相
互

の
ま
ち
づ
く
り
の
調
整
機
能
と
し

て
の
性
格
を
有
し
て
い
ま
す
。

な
お
。
計
画
の
策
定
に
際
し
て

は
、
住
民
の
生
活
や
意
識
を
十
分

に
反
映
し
た
計
画
に
す
る
た
め
。

圏
域
整
備
に
あ
た
っ
て
の
要
望
お

よ
び
意
向
を
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
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ｓ
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1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
自
1
1
1
1
1
－
―
―
―
Ｉ
Ｉ
―
―
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ａ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

ｙ
基
本
構
想
（
昭
和
六
十
五
年
目
標
）
：
自
標
で
あ
る
昭
和
六
十
五
年

に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
。
ニ
ト
一
世
紀
を
展
望
し
つ
つ
圏
域
の

将
来
像
お
よ
び
こ
れ
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
施
策
の
人
綱
を

定
め
る
。

▼
慕
本
計
。
画
（
五
ヵ
年
計
画
）
・
・
・
基
本
構
想
に
基
づ
き
、
圈
域
整
備

に
必
要
な
施
設
お
よ
び
施
策
の
目
標
を
定
め
る
全
体
計
画
、
そ
れ
を

受
け
な
削
山
城
地
域
お
よ
び
乙
訓
地
域
の
副
次
圏
計
画
ふ
遥
事
業

計
喫
さ
ら
に
国
、
府
、
民
間
団
体
へ
の
要
望
事
項
か
ら
構
成
す
る
。

ｙ
実
施
計
画
こ
１
ヵ
年
計
画
）
…
基
本
計
画
に
基
づ
く
年
次
別
事
業

計
画
で
あ
り
、
毎
年
度
向
こ
う
三
ヵ
年
を
期
間
と
す
る
ロ
ー
リ
ン

グ
方
式
に
よ
り
策
定
す
る
。

よ
っ
て
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
計
画
の
方
向
。
内
容
に
つ

い
て
は
、
圏
域
を
構
成
す
る
各
市

町
の
議
会
の
代
表
二
十
人
で
構
成

さ
れ
て
い
る
審
議
会
で
、
慎
重
に

審
議
さ
れ
承
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

発
展
方
向
と
五
つ
の
柱

圏
域
が
め
ざ
す
発
展
方
向
の
第

一
は
、
過
去
の
無
計
画
と
も
い
え
る

住
宅
立
地
、
工
業
立
地
の
進
展
に

よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
交
通
、

住
宅
、
公
園
、
下
水
道
、
教
育
等

の
生
活
環
境
施
設
の
不
足
、
生
活

環
境
の
悪
化
な
ど
、
今
‐
な
お
山

禎
し
て
い
る
諸
問
題
に
積
極
的
に

対
応
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

第
二
は
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結

米
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
に
な
っ
て

い
る
よ
う
に
、
住
民
の
価
偵
観
の

変
化
に
伴
う
要
望
の
多
様
化
、
質

的
転
換
に
禎
極
的
に
対
応
し
て
い

く
こ
と
で
す
。

第
三
は
、
八
〇
年
代
の
今
‐
か

ら
二
十
一
世
紀
に
か
け
て
、
当
幽

域
を
も
ａ
め
て
我
が
国
が
直
面
す

る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
鳥
齢
化
、
国

際
化
等
の
諸
問
題
へ
の
対
処
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。
と
り
わ
け
、
高
齢

化
社
会
に
お
け
る
安
定
と
活
力
の

維
持
、
住
民
一
人
び
と
り
が
参
加

意
識
を
持
つ
力
強
い
地
域
社
会
を

つ
く
り
あ
げ
る
と
い
っ
た
新
し
い

課
題
は
、
当
圏
域
の
豊
か
な
発
展

の
た
め
に
さ
け
て
通
れ
な
い
も
の

設
推
推
の
の
訃
定
基

圏
圏
圏
成
成
成
成
案
案
成
騰
決
．

政
政
政
完
完
完
完
画
画
完
本
を
想
議

行
行
行
’
足
案
案
案
案
計
計
の
基
画
構
協

域
足
域
会
域
発
素
素
素
素
整
整
催
本
議
本
案
ヽ
計
本
催
事

広
発
広
総
広
会
次
次
次
次
調
調
開
基
議
協
基
画
催
施
基
開
知

市
会
市
立
市
議
１
１
２
２
の
の
会
・
協
等
・
計
四
実
ヽ
認
会
府

年
都
員
都
設
都
審
年
第
第
第
第
案
案
時
案
前
見
案
施
脂
．
催
承
時
都

部
委
部
会
部
会
５
想
画
想
画
想
画
臨
想
事
意
想
実
赳
画
開
を
臨
京

5
4
南
備
南
議
南
議
５
構
計
構
計
構
計
会
構
府
府
構
ヽ
会
計
会
画
会
を

和
都
準
都
協
都
協
和
本
本
本
本
本
本
議
本
都
都
本
整
議
本
議
計
議
画

月
京
立
月
京
進
月
京
進
月
基
月
基
基
基
基
基
協
月
基
京
京
基
調
瑞
基
審
本
協
計

昭
９
●
1
1
・
1
2
・
昭
１
・
２
●
・
・
・
●
・
３
●
●
・
．
・
・
●
・

で
す
。

第
四
は
、
京
都
市
お
よ
び
そ
の

周
辺
地
域
に
今
後
、
整
備
さ
れ
る

べ
き
多
様
な
都
市
の
機
能
を
批
い
、

圈
域
発
展
の
た
め
に
禎
極
的
に
役

割
を
米
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

以
上
の
よ
う
に
四
つ
の
発
展
方

向
を
定
め
て
い
ま
す
が
、
こ
の
発

展
方
向
を
め
ざ
す
た
め
に
、

‐
便
利
で
快
適
な
圏
域
の
基
盤
づ

目
縁
豊
か
で
住
み
よ
い
、
安
全
な

・
圏
域
づ
く
り

目
伝
統
を
生
か
し
。
活
力
と
文
化

京都都市圏図

の
香
り
高
い
圏
域
づ
く
り

四
健
康
で
明
る
く
、
心
の
か
よ
う

圏
域
づ
く
り

旧
住
民
の
参
加
に
よ
る
合
意
形
成

と
行
財
政
の
効
率
化

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

土
地
利
用
構
想

ま
た
、
土
地
利
用
に
あ
た
っ
て

は
、
圏
域
の
開
発
、
整
備
の
方
式

に
よ
っ
て
四
区
分
に
設
定
し
て
い

ま
す
。
ま
ず
、
都
市
化
あ
る
い
は
過
密

化
し
て
い
る
地
域
は
、
再
開
発
も

含
め
た
生
活
施
設
、
都
市
基
盤
の

整
備
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
農
村
集
落
は
、
農
用
地

を
中
心
に
基
盤
整
備
、
用
排
水
路

の
整
備
を
図
り
、
宅
地
化
の
規
制

を
行
う
と
と
も
に
、
集
落
整
備
で

は
農
村
の
持
つ
良
さ
を
生
か
し
た

施
設
整
備
に
努
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
丘
陵
部
で
は
、
大
幅

な
緑
地
空
間
の
確
保
と
と
も
に
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
整
備

お
よ
び
計
画
的
な
新
市
街
地
形
成

に
努
め
ま
す
。
。

自
然
保
全
地
域
で
は
、
原
則
と

し
て
開
発
を
認
め
ず
、
林
業
等
第

一
次
産
業
の
振
興
を
図
り
、
ま
た

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
地
と
し
て
の

整
備
を
進
め
ま
す
。

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
結
果
か
ら

協
議
会
で
は
昨
年
十
一
月
、
圏

域
整
備
に
あ
た
っ
て
の
住
民
の
要

望
お
よ
び
意
向
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
は
、
選
挙
人

名
簿
か
ら
無
作

為
に
抽
出
し
た

圏
域
に
住
ん
で

お
ら
れ
る
約
千

八
百
人
の
み
な

さ
ん
に
お
願
い

し
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、

本
圏
域
を
住
み

よ
く
す
る
に
は
。

と
り
わ
け
総
合

病
院
の
建
設
、

道
路
の
整
備
、

ド
水
道
の
整
備
、

道路や下水道の整備を

公
園
の
充
実
、

公
共
交
通
の
充
実
、
高
等
学
校
の

建
設
等
が
必
要
で
あ
る
と
回
答
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
個
別
的
に
も
、
道
路
整

備
に
つ
い
て
は
幹
線
道
路
の
整
備

と
合
わ
せ
て
、
通
過
交
通
を
市
街

地
か
ら
排
除
す
る
た
め
の
バ
イ
パ

ス
の
建
設
、
踏
切
の
立
体
化
、
生

活
関
連
道
路
の
整
備
、
歩
道
の
整

備
を
要
望
し
、
防
災
対
策
に
つ
い

て
は
．
建
物
の
不
燃
化
や
消
防
力

の
強
化
と
合
わ
せ
て
避
難
場
所
の

没
べ
防
災
住
民
組
織
の
育
成
、

救
急
医
療
体
制
の
整
備
を
望
ん
で

い
ま
す
．

さ
ら
に
、
生
涯
教
育
に
つ
い
て

は
．
高
等
学
校
の
増
設
、
学
ぶ
意

欲
を
育
成
す
る
た
め
の
学
校
教
育

と
の
焚
‥
、
各
種
講
座
・
学
級
の

充
実
、
地
域
グ
ル
ー
プ
の
育
成
と

活
動
の
場
を
求
め
、
余
暇
活
動
に

つ
い
て
は
本
格
的
な
ス
ポ
ー
ツ
施

設
や
文
化
施
ａ
と
合
わ
せ
て
、
気

軽
に
い
つ
で
も
利
用
で
き
る
ス
ポ

ー
ツ
施
設
や
自
然
と
親
し
め
る
施

設
を
要
望
し
て
い
ま
す
．

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成

に
つ
い
て
は
．
指
４
者
の
養
成
や

地
域
の
習
慣
へ
の
同
化
と
合
わ
せ

て
、
自
由
に
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
活
動
の
活
発
化
、
自
治

会
な
ど
の
住
民
の
白
主
的
組
織
の

活
動
強
化
を
指
向
し
、
青
少
年
の

健
全
育
成
対
策
に
つ
い
て
は
、
青

少
年
教
育
と
〈
‥
わ
せ
て
．
青
少
年

活
動
施
設
の
整
備
や
青
少
年
を
取

り
巻
く
悪
い
環
境
の
除
去
を
望
ん

で
い
ま
す
．能機ンヨシー工リクレＥ

Ｅ
ス
エ
農
商
学
剔

づ
づ
四
四
心

＝

Ｉむ含を線画康
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道
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京
都
南
部
都
市

広
域
行
政
圏
計
画

基
本
構
想
施
策
の
大
綱

便
利
で
快
適
な
圏
域
づ
く
り

一
桂
川
右
岸
、
木
津
川
左
岸
流
域

に
山
土
、
山
砂
利
採
取
と
丘
陵
地

の
造
成
等
の
た
め
、
常
に
水
災
害

に
見
舞
わ
れ
、
自
然
が
破
壊
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
た
め

・
消
防
機
器
、
機
材
の
充
実
等
常

備
消
防
力
の
強
化
及
び
消
防
団

も
深
刻
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

道
路
網
の
整
備
が
遅
れ
て
お
り
、

生
活
道
路
へ
の
通
過
交
通
に
よ
る

交
通
事
故
の
増
大
、
住
民
の
日
常

生
活
の
不
便
、
消
火
・
救
急
活
動

の
支
障
が
起
き
て
い
る
。
一
方
、

開
発
に
伴
う
計
画
的
な
道
路
網
の

整
備
、
充
実
を
図
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
こ
の
た
め
。

一
京
奈
バ
イ
パ
ス
等
の
早
期
建
設

一
‘
一
般
国
道
や
主
要
地
方
道
等
の

一
公
共
交
通
主
体
の
圖
城
づ
く
り
地
域
幹
線
道
路
の
整
備

現
状
の
鉄
道
網
は
京
都
市
か
ら
・
都
市
計
画
街
路
等
の
生
活
道
路

放
射
型
に
な
っ
て
お
り
、
圏
域
市
の
整
備

町
で
は
、
各
鉄
道
間
の
連
絡
が
悪

く
、
ま
た
バ
ス
交
通
も
駅
前
タ
ー

ミ
ナ
ル
や
道
路
の
未
整
備
の
中
で

利
用
し
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
踏
切
も
未
整
備
戈
地
域

の
分
断
や
都
市
活
動
に
障
害
が
出

て
い
る
。
こ
の
た
め
、

一
京
都
市
地
下
鉄
東
西
線
と
つ
な

ぐ
南
部
環
状
鉄
道
の
実
現
及
び

国
鉄
片
町
線
と
国
鉄
奈
良
線
の

短
絡
線
の
敷
設

一
生
駒
新
田
辺
間
の
新
線
及
び
国

鉄
片
町
線
と
同
信
楽
線
と
の
連

絡
新
線
の
実
現

一
国
鉄
奈
良
線
、
同
片
町
線
の
複

線
電
化
及
び
路
線
改
良
の
推
進

一
近
畿
日
本
鉄
道
京
都
線
、
阪
急

電
鉄
京
都
本
線
等
の
鉄
道
と
道

路
と
の
立
体
化
の
促
進

・
必
要
な
断
駅
の
設
置
と
駅
前
広

場
や
駅
施
設
の
整
備

・
既
存
鉄
道
駅
を
中
心
と
す
る
団

地
バ
ス
、
ソ
ー
ン
バ
ス
シ
ス
テ

ム
の
導
入
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
整
備

に
努
め
る
。

一
幹
線
道
路
網
の
驚
備

に
努
め
る
。

■
省
資
源
的
供
給
機
能
や
処
理
体

制
の
確
立

昭
和
三
十
年
代
後
半
か
ら
の
人

口
の
増
大
や
事
業
所
の
活
動
に
対

応
し
た
上
水
道
、
下
水
道
、
廃
棄

物
処
理
等
の
施
設
整
備
は
困
難
を

極
め
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

・
水
資
源
の
確
保
及
び
節
水
、
再

利
用
シ
ス
テ
ム
の
促
進

下
本
道
と
そ
の
関
連
公
共
下
水
の
育
成

道
、
及
び
宇
治
川
右
岸
宇
治
市
・
震
災
対
Ｍ
上
の
広
域
的
指
針
の

公
共
下
水
道
の
事
業
促
進
、
宇
策
定

治
川
左
岸
流
域
下
水
道
計
画
と
・
避
難
路
や
避
雛
場
所
等
の
防
火

そ
の
関
連
公
共
下
水
道
計
画
の
施
設
の
整
備
な
ど
都
市
防
災
対

樹
立
及
び
事
業
促
進
、
並
び
に
策
の
確
立

農
村
部
、
山
間
部
に
お
け
る
小
・
自
主
防
災
組
織
の
整
備
、
防
火

規
模
下
水
道
の
整
備
訓
練
の
実
施
に
よ
る
住
民
意
識

一
ご
み
、
産
業
廃
棄
物
処
理
場
の
の
高
揚

整
備
と
再
利
用
シ
ス
テ
ム
促
進
・
森
林
の
保
全
．
土
砂
流
出
防
止
、

・
火
葬
場
．
墓
地
公
園
の
整
備
た
め
池
、
調
整
池
等
の
安
全
対

に
努
め
る
。

■
通
信
網
の
整
備

情
報
化
社
会
の
進
展
に
伴
い
、

よ
り
迅
速
な
情
報
の
伝
達
が
求
め

ら
れ
る
一
方
、
生
活
圏
の
拡
大
に

伴
う
情
報
交
換
を
容
易
に
す
る
た

め
。
電
話
の
市
外
局
番
の
一
元
化

等
の
整
備
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、

・
国
際
電
話
の
ダ
イ
ヤ
ル
直
通
化

・
市
外
局
番
の
一
元
化

一
新
団
地
を
中
心
と
す
る
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｖ
の
導
入

一
無
線
網
の
整
備

・
郵
便
局
の
整
俑

に
努
め
る
。

緑
豊
か
で
住
み
よ
い

安
全
な
圏
域
づ
く
り

策
の
推
進

・
総
合
内
水
排
水
対
策
及
び
中
小

河
川
改
修
の
推
進

に
努
め
る
。

一
余
暇
環
境
づ
く
り
の
推
進

今
後
は
、
住
民
の
余
暇
活
動
も

増
大
し
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
も
余
暇
は
、
労
働
と
と
も
に

「
生
き
が
い
」
を
求
め
る
対
象
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

一
住
民
の
要
望
と
余
暇
活
動
形
態

く
長
期
に
わ
た
る
良
好
な
住
宅

と
宅
地
の
供
給

・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
住
宅
、
団
地
の

建
設

・
過
密
市
街
地
の
再
整
備

・
良
質
な
住
宅
建
設
へ
向
け
て
の

指
導
の
徹
底

に
努
め
る
。

当
圏
域
を
含
め
た
京
阪
神
大
都
と
発
展

市
圏
は
、
我
が
国
の
多
く
の
伝
統
一
各
種
文
化
活
動
の
組
織
化
と
育

的
産
業
、
文
化
の
発
祥
の
地
で
あ
成

り
。
今
日
な
お
、
そ
れ
が
生
き
続
に
努
め
る
。

け
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
我
が
国
一
活
力
あ
る
工
業
の
育
成

の
先
端
的
な
産
業
も
活
発
に
展
開

さ
れ
、
伝
統
と
豊
か
に
歿
に
し
て

い
ま
す
。

一
国
際
交
流
の
基
盤
づ
く
り

激
動
す
る
国
際
情
勢
の
中
で
、

諸
外
１
の
相
互
理
解
ａ
不
可
欠

で
あ
る
。
京
都
都
市
圏
は
。
日
本

文
化
の
み
な
も
と
で
あ
り
、
国
際

的
文
化
交
流
の
一
大
拠
点
と
な
り

得
る
地
域
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、

・
文
化
、
学
術
。
研
究
交
流
の
促

進
と
各
種
機
関
の
誘
致

一
技
術
開
発
、
技
術
情
報
、
技
術

に
対
応
し
た
地
域
内
で
の
身
近
研
修
の
国
際
交
流
の
促
進

な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
．
都
市
公
園
・
外
国
人
学
校
、
海
外
子
女
教
育

の
整
備
学
校
等
の
整
備

・
圏
域
の
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
・
留
学
生
、
研
修
生
等
の
た
め
の

’
・
‐
シ
ョ
ン
の
核
と
な
る
河
川
敷
住
宅
の
提
供

公
園
、
総
合
運
動
公
園
の
整
備
一
各
種
外
国
語
学
校
の
設
置

・
丘
陵
部
、
山
地
部
に
お
け
る
保

健
休
養
機
能
の
充
実

・
野
外
余
暇
活
動
の
場
と
し
て
の

小
河
川
の
整
備

圏
域
太
腹
性
の
高
い
、
住
み
よ
一
山
砂
利
採
取
地
を
始
め
、
丘
陵
、
一
広
域
自
転
車
道
、
遊
歩
道
等
の

い
地
域
に
す
る
た
め
に
は
、
緑
の
山
地
の
保
護
、
保
全
、
再
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
施
設
の
整
備

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
総
合
的
な
防
災
・
農
用
地
參
甲
心
と
す
る
優
良
農
一
観
光
資
源
の
発
掘
、
整
備

対
策
、
ゆ
と
り
あ
る
生
活
環
境
づ
地
の
保
全
と
市
街
化
区
域
内
農

く
り
と
狭
く
て
低
質
な
住
宅
開
発
地
の
生
産
緑
地
と
し
て
の
活
用

の
防
止
、
並
び
に
再
整
備
を
禎
極
・
河
川
の
浄
化
と
水
遊
び
の
で
き

的
に
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

一
緑
豊
か
な
圏
域
づ
く
り
の
推
進

快
適
な
居
住
空
間
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
生
活
の
中
の
緑
の
確

保
が
必
要
で
、
今
後
の
大
き
な
課

題
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、

今
日
、
自
動
車
の
普
及
に
よ
っ
・
市
街
地
及
び
そ
の
周
辺
部
に
お

て
交
通
量
が
急
増
し
．
幹
線
道
路
け
る
公
園
、
緑
地
の
整
備

を
中
心
に
交
通
渋
滞
や
騒
音
．
振
一
街
路
、
河
川
、
学
校
等
の
公
共

動
、
排
気
ガ
ス
な
ど
の
交
通
公
害
施
設
及
び
住
宅
等
の
生
活
空
間

る
河
川
へ
の
再
生

に
努
め
る
。

一
総
合
防
災
対
策
の
確
立

災
害
か
ら
住
民
の
生
命
と
財
産

を
守
る
こ
と
は
。
安
心
し
て
住
め

る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の

不
可
欠
の
基
本
的
条
件
で
あ
る
。

当
圏
域
は
、
そ
の
地
形
条
件
や
地

質
条
件
に
よ
っ
て
、
天
井
川
と
広

域
な
内
水
域
を
か
か
え
る
と
と
も

一
貸
農
園
、
観
光
農
園
等
の
農
地

の
新
し
い
活
用

・
観
光
施
設
受
入
れ
体
制
の
整
備

に
努
め
る
。

・
外
国
語
の
交
通
標
識
の
設
置

に
努
め
る
。

一
文
化
行
政
の
推
進

長
い
歴
史
と
伝
統
を
有
し
た
当

圏
域
は
、
文
化
財
の
宝
庫
で
あ
る

が
、
都
市
化
の
中
で
破
壊
の
危
機

に
直
面
し
て
い
る
も
の
も
多
く
、

こ
の
対
策
と
と
も
に
伝
統
文
化
の

継
承
発
展
も
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
た
め
、

一
文
化
基
金
制
度
の
創
設

■
住
宅
の
供
給
と
質
的
向
上
一
広
域
的
文
化
行
事
の
追
求

住
宅
政
策
そ
の
も
の
は
、
国
と
一
文
化
芸
術
会
館
、
図
書
館
等
の

の
か
か
わ
り
が
強
く
圏
域
で
の
対
文
化
施
設
の
建
設

応
は
困
難
で
あ
る
が
、
住
み
よ
い
・
郷
土
史
研
究
、
学
習
の
奨
励
と

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
主
と
し
郷
土
資
料
館
の
建
設

て
住
宅
立
地
の
面
で
適
切
に
対
応
一
文
化
財
保
護
対
策
の
充
実

す
る
。
こ
の
た
め
、
・
地
域
性
豊
か
な
歴
史
的
、
自
然

・
京
都
都
市
圏
全
体
の
住
宅
配
置
的
景
観
の
保
存
と
創
造

構
想
の
作
成
と
。
そ
れ
に
基
づ
一
伝
統
芸
能
、
伝
統
行
事
の
継
承

京
都
都
市
圏
の
産
業
は
．
伝
統

的
技
能
と
先
端
的
技
術
と
の
融
合

を
比
較
的
．
合
理
的
に
再
編
成
し

て
お
り
、
こ
の
特
徴
を
さ
ら
に
発

展
さ
せ
る
こ
と
が
産
業
発
展
の
基

本
で
あ
る
．
こ
の
た
め
、

一
技
術
開
発
の
促
進
と
情
報
セ
ン

タ
ー
等
の
整
備

・
中
小
企
業
の
共
同
技
術
開
発
の

助
成

一
工
業
系
用
途
で
の
生
産
環
境
の

整
備

・
工
芸
団
地
の
建
設
の
検
討

・
地
場
産
業
の
育
成

に
努
め
る
。
環
境
の
整
備

■
都
市
化
に
対
応
し
た
一
消
費
者
保
護
体
制
の
充
実

商
業
の
振
興
に
努
め
る
。

当
圏
域
で
は
、
大
規
模
小
売
店
一
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

や
外
食
産
業
の
チ
エ
’
‐
‐
’
ン
店
等
の
今
日
、
平
均
寿
命
は
著
し
く
伸

進
出
が
相
つ
ぎ
、
既
存
の
商
店
や
び
、
健
康
水
準
も
大
き
く
改
善
さ

商
店
街
の
盛
衰
が
顕
著
と
な
っ
て
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
休
日
、
夜

い
る
。
こ
の
た
め
、
間
の
救
急
医
療
施
設
、
総
合
病
院
、

・
商
店
街
整
備
の
促
進
高
度
専
門
医
療
機
関
の
不
足
等
の

・
商
業
者
組
織
の
育
成
と
強
化
問
題
も
多
い
。
こ
の
た
め
、

・
商
店
の
近
代
化
、
専
門
化
・
保
健
所
の
整
備
、
健
康
診
査
の

・
大
規
模
小
売
店
等
の
進
出
に
対
拡
充
等
に
よ
る
保
健
予
防
シ
ス

す
る
対
応
策
の
検
討
テ
ム
の
確
立

に
努
め
る
。
・
精
神
衛
生
。
母
子
保
健
、
食
品

」
都
市
近
郊
農
業
の
育
成
衛
生
等
に
対
す
る
各
施
策
の
推

当
圏
域
の
農
業
は
、
全
体
的
に
進
に
よ
る
健
康
の
維
持
と
増
進

は
農
地
減
少
、
担
い
手
不
足
、
農
・
心
身
障
害
者
（
児
）
の
受
診
機

業
用
水
の
汚
濁
進
行
お
よ
び
水
田
会
の
拡
大

利
用
再
編
対
策
に
よ
る
転
作
等
に

よ
り
、
生
産
環
境
が
悪
化
し
て
き

て
い
る
。
こ
の
た
め
、

一
農
業
基
盤
整
備
の
促
進

・
生
産
緑
地
制
度
の
活
用

・
農
産
物
の
価
格
安
定
対
策
と
地

場
流
通
シ
ス
テ
ム
の
確
立

・
経
済
林
へ
の
自
主
転
換
の
促
進

一
茶
、
し
い
た
け
、
た
け
の
こ
等
の

・
農
林
産
特
産
物
の
生
産
の
振
興

に
努
め
る
。

健
康
で
明
る
く

心
の
か
よ
う
圏
域
づ
く
り

課
題
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、

一
老
人
の
経
済
的
安
定
と
社
会
参

・
休
日
、
夜
間
．
救
急
診
療
体
制

の
整
備

理
で
あ
る
人
間
の
自
由
と
平
等
に

関
す
る
問
題
で
あ
り
、
日
本
国
憲

法
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
た
基
本
的

人
権
に
か
か
わ
る
課
題
で
あ
る
．

当
圏
域
の
各
市
町
に
お
い
て
は
、

国
に
お
け
る
．
「
同
和
対
策
審
議
会

答
申
」
「
同
和
対
策
事
業
持
別
措
置

法
」
に
基
づ
き
、
同
和
地
区
の
環

境
改
善
を
図
る
た
め
の
事
業
を
始

め
、
社
会
福
祉
、
産
業
、
職
業
、

教
育
の
分
野
に
お
い
て
総
合
的
に

同
和
対
策
を
推
進
し
て
き
た
が
、

今
だ
に
不
十
分
な
点
が
多
く
あ
る
．

引
き
続
き
．
同
和
問
題
解
決
の
た

め
の
総
合
的
な
計
画
を
持
っ
た
同

和
対
策
m
m
め
t
Ｏ
"
こ
の
た
め
、

・
同
和
地
区
環
境
改
善
対
策
．
産

業
労
働
対
策
、
教
育
対
策
、
福

祉
対
策
及
び
保
健
対
策
等
の
事

業
の
推
進

・
専
門
医
、
総
合
病
院
の
整
備
一
住
民
の
同
和
問
題
に
対
す
る
正

一
伝
染
病
院
の
充
実

に
努
め
る
。

■
生
涯
教
育
の
充
実

学
歴
偏
重
社
会
の
風
潮
と
相
ま

っ
て
受
験
競
争
の
激
化
を
招
き
、

一
方
で
は
学
校
教
育
偏
重
で
家
庭

や
社
会
で
の
教
育
の
役
割
が
軽
視

さ
れ
て
お
り
、
生
涯
を
通
じ
て
必

要
な
教
育
機
会
が
得
ら
れ
る
体
制

づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
た

め
、

一
幼
稚
園
、
小
学
校
及
び
中
学
校

の
施
設
、
設
備
の
充
実
。
及
び

知
性
、
道
徳
、
情
操
、
体
力
の

一
体
教
育
の
推
進
、
並
び
に
障

加
の
推
進
及
び
老
人
福
祉
施
設
害
児
教
育
の
充
実

の
整
備
、
並
び
に
在
宅
サ
ー
ピ
゜
福
祉
教
育
を
含
め
た
教
育
内
容

ス
の
推
進
の
充
実

・
心
身
障
害
者
（
児
）
の
経
済
的
・
高
等
学
校
・
短
期
大
学
、
大
学

安
定
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
及
び
専
修
学
校
の
設
置
、
充
実

施
設
の
整
備
．
並
び
に
在
宅
サ
゜
社
会
教
育
施
設
の
充
実
と
各
種

ユ
ニ
テ
イ
に
関
連
し
た
施
策
を
進

め
ま
す
。

■
社
会
福
祉
の
充
実

社
会
的
に
も
経
済
的
に
も
弱
い
及
び
児
童
の
健
全
育
成
の
推
進

立
場
に
置
か
れ
て
い
る
人
々
に
対
・
母
子
家
庭
の
経
済
的
自
立
の
促

す
る
十
分
な
社
会
的
配
慮
と
、
老
進
及
び
低
所
得
者
保
護
の
推
進

人
が
よ
り
豊
か
に
生
き
が
い
を
追
一
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推

求
で
き
る
活
力
あ
る
地
域
社
会
づ
進

く
り
が
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
・
社
会
保
険
の
充
実
と
公
的
扶
助

る
。
一
方
、
消
費
者
保
護
の
充
実
、
の
拡
大

中
小
零
細
企
業
の
勤
労
者
や
中
高
・
福
祉
住
宅
の
充
実

年
齢
層
に
対
す
る
対
策
も
重
要
な
一
中
小
企
業
労
働
者
の
福
利
厚
生

講
座
の
充
実
、
及
び
各
種
社
会

教
育
団
体
の
育
成
、
強
化
、
並

び
に
圏
域
内
連
携
の
推
進

に
努
め
る
。

■
同
和
対
策
の
推
進

同
和
問
題
は
、
人
類
普
遍
の
原

し
い
認
識
の
普
及

・
同
和
対
策
推
進
の
た
め
の
共
同

職
員
研
修
の
実
施

・
同
和
対
策
事
業
推
進
の
た
め
の

財
政
措
置
の
拡
充

に
努
め
る
。

一
過
疎
対
策
の
充
実

大
都
市
に
隣
接
す
る
圏
域
と
は

い
え
、
宇
治
市
笠
取
地
区
、
宇
治

田
原
町
山
間
集
落
で
は
、
人
口
の

流
出
に
伴
う
過
疎
化
が
進
行
し
て

い
る
。
こ
の
た
め
、

・
農
業
対
策
の
強
化

・
自
然
資
源
を
生
か
し
た
観
光
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
及
び
野

外
活
動
施
設
の
整
備

こ
の
た
め
、
住
民
の
主
体
的
参
加

に
基
づ
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
を

め
ざ
し
て
、
行
政
の
幅
広
い
対
応

と
効
雍
化
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
人

口
急
増
に
仔
フ
財
政
の
硬
直
化
、

財
源
の
ひ
っ
迫
に
対
応
す
る
た
め
。

国
に
対
す
る
地
方
財
政
制
度
の
抜

本
的
改
善
を
要
望
し
っ
つ
、
各
市

町
に
あ
っ
て
も
財
政
の
改
善
夕
逗

め
ま
す
。

一
行
政
の
効
率
化

住
民
娑
望
の
多
様
化
と
質
的
転

換
は
、
今
日
ま
で
の
行
政
運
営
で

は
対
応
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
一
方
、
国
・
府
の
委
任
事
務

や
補
助
金
事
務
の
増
大
が
予
想
さ

れ
、
し
か
も
、
広
域
事
業
の
場
合

は
各
市
町
間
の
連
携
が
重
嬰
で
あ

る
。
ま
た
、
縦
割
の
一
部
課
で
は

そ
の
原
因
処
理
や
課
題
に
対
処
で

き
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

・
広
域
事
業
の
推
進

・
共
同
職
員
研
修
制
度
の
確
立

・
広
域
的
情
報
セ
ン
タ
ー
の
設
置

等
の
検
討
と
事
務
処
理
の
機
械

化
の
推
進

に
努
め
る
。

一
財
敢
の
効
率
化

望
ま
し
い
圏
域
づ
く
り
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
広
域
的
な
自
泊

体
協
力
に
基
づ
く
建
設
整
備
事
業

を
進
め
る
。
必
要
が
あ
る
が
、
そ
の

た
め
に
は
財
源
の
確
保
と
効
率
的

な
投
資
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の

た
め
、

・
国
の
地
方
財
政
制
度
に
関
す
る

抜
本
的
改
善

・
幹
線
道
路
、
林
道
網
の
整
備
及
一
効
率
的
な
先
行
投
資
制
度
の
確

び
デ
ィ
マ
ン
ド
バ
ス
の
導
入
立
と
そ
の
計
画
的
な
活
川

・
保
健
サ
ー
ビ
ス
及
び
医
療
の
充
実
一
財
政
の
健
全
化

一
学
校
教
育
条
件
の
改
善
に
努
め
る
。

一
老
人
を
中
心
と
す
る
福
祉
施
設

の
充
実

一
飲
料
水
供
給
事
業
の
促
進
及
び

給
水
施
設
の
充
実

一
地
域
整
備
の
た
め
の
財
政
措
置

の
拡
充

に
努
め
る
。

住
民
の
参
加
に
よ
る

合
意
形
成
と
行
財
政
の
効
率
化

に
な
っ
て
き
て
い
る
一
方
、
自
治

意
識
の
芽
ば
え
も
兄
ら
れ
ま
す
。

一
新
し
い
地
域
社
会
の
形
成

か
つ
て
の
モ
ラ
ル
が
薄
れ
る
一

方
、
生
活
用
式
、
生
活
意
識
、
生

活
慣
習
の
異
な
る
多
様
な
住
民
の

共
存
す
る
地
域
誌
君
な
っ
て
き

て
い
る
。
こ
の
た
め
、

・
広
報
の
相
互
交
流

・
行
事
・
施
設
の
住
民
心
自
主
的

管
理
の
推
進

一
新
旧
住
民
融
和
事
業
の
推
進

・
圖
民
会
議
の
検
討

一
地
域
防
犯
体
制
の
確
立

に
努
め
る
。

L
Ｏ
ｉ
ｎ
ｏ
ｏ

伝
統
を
生
か
し
た

活
力
と
文
化
の

香
り
高
い
圏
域
づ
く
り
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2
第

消
費
者
コ
ー
ナ
ー

公
共
料
金
を
は
じ
め
諦
物
価
が

大
幅
に
上
昇
し
て
い
ま
す
が
。
そ

の
最
大
の
原
因
は
石
油
価
格
の
高

騰
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

石
油
へ
の
依
存
度
の
高
い
わ
が
国

で
は
、
世
界
の
石
油
情
勢
変
化
の

影
響
を
直
接
受
け
ま
す
。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
必
要

石
油
の
供
給
不
安
と
高
価
恪
が

さ
ら
に
続
く
兄
通
し
の
中
で
、
石

油
へ
の
依
存
を
少
な
く
す
る
と
同

時
に
、
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
例
え

ば
太
陽
熱
や
地
熱
、
天
然
ガ
ス
な

ど
）
の
開
発
が
急
が
れ
ま
す
。

一
方
、
私
た
ち
一
人
一
人
に
も

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
む
だ
を
な
く
す

安全に乗りましょう

自転車は車両

暮
ら
し
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い

え
ま
す
。

政
府
は
。
今
年
度
の
石
油
消
費

家
庭
で
の
省
エ
ネ

そ
れ
で
は
、
身
近
か
な
暮
ら
し

の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
節
約
を
す

れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

①
冷
Ｍ
は
セ
氏
二
八
度
、
暖
房
は

一
八
度
以
上
に
し
な
い
よ
う
に

心
が
け
る
。

石
油
節
約
を
７
％
へ
強
化

避
け
る
。

④
洗
た
ぐ
物
は
、
適
当
な
量
に
ま

と
め
て
洗
う
。

⑤
風
呂
は
、
適
Ｍ
の
水
を
適
温
に

沸
か
す
。

⑤
ガ
ス
テ
ー
ブ
ル
の
炎
は
。
な
べ

や
や
か
ん
の
底
に
触
れ
る
程
度

に
す
る
。

身
近
な
省
エ
ネ
行
動

を
七
％
（
年
度
消
費
Ｍ
を
三
億
同
②
冷
蔵
庫
は
う
し
ろ
の
壁
か
ら
Ｉ
⑦
人
の
い
な
い
部
屋
の
照
明
や
テ

と
み
て
二
千
万
に
以
上
）
節
減
を
Ｏ
ｍ
以
上
は
な
し
、
直
射
日
光
レ
ビ
な
ど
は
、
こ
ま
め
に
ス
イ

決
め
ま
し
た
。
こ
の
中
に
は
、
産
や
熱
気
の
あ
た
る
と
こ
ろ
を
避
ッ
チ
を
切
る
。

業
の
面
に
お
け
る
節
約
を
は
じ
め
け
て
設
置
す
る
。
⑧
住
い
で
は
。
冬
は
暖
房
効
果
を

週
休
二
日
制
ｕ
期
一
斉
休
暇
、
③
｀
マ
イ
カ
・
・
‐
は
、
一
般
道
路
で
、
高
め
る
た
め
厚
手
の
カ
ー
テ
ン

サ
マ
ー
タ
イ
ム
の
普
及
な
ど
の
指
時
速
四
〇
㎞
。
高
速
道
路
で
時
や
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
敷
い
た
り
す

導
と
推
進
を
は
か
る
こ
と
に
し
て
速
八
〇
㎞
が
経
済
速
度
。
急
発
る
・
新
築
や
増
改
築
の
際
は
。

い
ま
す
・
進
や
急
加
速
、
急
ブ
レ
ー
キ
は
断
熱
材
を
入
れ
る
と
冷
暖
房
効

自
転
車
に
乗
っ
て
い
て
も
’
歩

行
芦
り
‥
ト
自
転
車
は
許
さ
れ

た
と
こ
ろ
以
外
で
は
、
歩
道
を
走

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
よ
。

と
こ
ろ
で
、
あ
な
た
は
自
転
車

を
運
転
中
に
ヒ
ャ
ッ
と
し
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
手
軽
に
乗
れ

る
た
め
か
、
運
転
技
術
の
未
熟
や

基
本
的
な
交
通
ル
ー
ル
の
無
視
な

ど
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

自
転
車
も
道
路
で
は
、
自
動
車

と
対
等
の
「
車
両
」
。

果
が
向
上
。

⑨
掃
除
機
の
フ
″
ル
タ
ー
や
集
じ

ん
袋
に
ゴ
ミ
が
詰
ま
る
と
吸
引

力
が
落
ち
、
電
気
を
む
だ
使
い

し
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
ま
め
に

ゴ
ミ
を
す
て
。
フ
ィ
ル
タ
ー
も

き
れ
い
に
。

ま
だ
ま
だ
、
ほ
か
に
も
省
エ
ネ

八
十
八
夜
を
前
に
し
た
四
月
三

十
日
、
市
内
で
新
茶
の
茶
摘
み
が

は
じ
ま
り
ま
し
た
。

こ
こ
宇
治
東
山
の
青
山
一
雄
さ

し
た
。
一
方
、
自
川
に
あ
る
府
立
茶
業

研
究
所
の
手
も
み
工
場
で
は
Ｉ

摘
み
と
ら
れ
た
新
茶
が
、
市
無
形

茶
摘
み
盛
ん

ん
の
茶
園
で
は
、
か
す
り
の
着
物

に
あ
ね
さ
ん
か
ぶ
り
の
摘
み
子
さ

ん
た
ち
十
五
人
が
な
れ
た
手
つ

き
で
せ
っ
せ
と
摘
み
と
っ
て
い
ま

文
化
財
認
定
保
持
者
の
吉
田
喜
三

郎
さ
ん
に
よ
る
手
も
み
で
、
香
り

高
く
味
わ
い
深
い
王
露
と
な
り
ま

し
た
。

ル
ギ
ー
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
創

意
・
工
夫
を
し
た
い
も
の
で
す
。

こ
う
し
た
暮
ら
し
の
中
で
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
努
力
を
禎
み
重

ね
る
こ
と
が
、
資
源
に
と
ぼ
し
い

わ
が
国
の
社
会
全
体
を
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
型
社
会
に
す
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
（
商
工
観
光
課
）

2
1
4
通
の
意
見
書

京
バ
イ
ア
セ
ス
メ
ン
ト

‐
本
道
路
公
団
か
ら
出
さ
れ
て

い
た
京
滋
バ
イ
パ
ス
環
境
影
響
評

価
書
案
に
つ
い
て
、
巾
で
は
．
巾

民
の
み
な
さ
ん
へ
の
縦
覧
や
地
域

説
明
会
を
実
恂
こ
の
評
価
や
‥
案

に
対
す
る
巾
民
の
み
な
さ
ん
か
ら

の
患
兇
ａ
‥
を
四
川
ニ
ト
～
‐
に
締

め
切
り
ま
し
た
が
、
巾
民
川
体
や

個
人
か
ら
二
百
十
四
通
の
意
見
ｔ
‥

宇
治
川
写
生
大
会

６
月
６
日
ま
で
に

作
品
募
集

小
学
生
・
中
学
生
、
そ
れ
に
、

幼
稚
園
や
保
育
園
児
の
み
な
さ
ん

新
緑
あ
ふ
れ
る
宇
治
の
ま
ち
や
宇

治
川
ラ
イ
ン
一
帯
を
力
づ
よ
く
描

い
て
み
ま
せ
ん
か
。

〔
応
募
規
定
〕

▽
画
川
紙
の
人
き
さ
は
四
つ
切
。

マ
必
ず
色
を
つ
け
る
こ
と
。

（
た
だ
し
、
油
絵
の
ぞ
く
）

マ
作
品
の
実
に
、
府
県
・
学
校
名

学
年
・
氏
名
を
記
入
し
。
６
月

６
日
ま
で
に
、
市
役
所
商
工
観

訂
正

前
号
で
お
知
ら
せ
し
た
凹
面
の

し
尿
収
集
‐
程
表
の
中
で
、
宇
治

の
弐
番
（
府
道
以
北
）
・
米
坂
・
池

森
・
若
森
・
戸
の
内
・
矢
落
・
小

桜
・
里
尻
（
国
鉄
以
北
）
地
域
の

収
集
臼
が
、
五
月
十
五
日
と
六
月

四
目
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
六
月

四
目
の
収
集
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お

わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

な
お
、
六
月
の
収
集
日
は
、
六

月
一
日
の
市
政
だ
よ
り
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

沁
戸
昨
心
の
は
じ
め
こ
戈

や
洽
に
錨
伶
彭
庖
と
い
う
お
廓

臨
が
い
ま
し
た
・
お
廓
匯
と
い

う
の
は
ヽ
脚
廓
を
つ
く
る
扮
順

に
す
ぐ
れ
た
だ
で
ヽ
粕
取
さ
ま

や
識
殴
の
お
黙
さ
ま
が
扮
む
岸

尉
を
つ
く
る
の
を
匝
判
に
し
て

い
ま
し
た
。

天
下
べ
と
い
わ
れ
た
廓
の
匙

Ｉ
や
淮
は
ヽ
そ
の
こ
ろ
す
で
に

す
ば
。
ら
し
い
岸
廓
を
つ
く
っ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
函
庖
は

も
っ
と
よ
い
お
廓
を
つ
く
り
出

そ
う
と
心
が
け
て
い
る
ぼ
製
作

■
Ｓ
Ｊ
な
お
恥
臨
で
し
た
。

排
み
と
っ
た
廓
の
茅
を
φ
い

＆
シ
で
１
し
て

ほ
い
炉
で
応
鄙

す
る
と
い
う
、

哉
く
か
ら
伍

わ
れ
て
き
た
割

湖
で
つ
く
っ
た

痢
影
は
ぽ
っ
ぽ

い
認
を
し
て

い
ま
す
・
良
能

は
、
つ
ね
づ
ね

も
っ
と
拾
や
か

な
緻
を
し
た

影い
も
布
え

た
。

が
で
き
な

の
か
Ｉ
と

て
い
ま
し

よもぎの色とお茶

と
こ
ろ
で
、
む
か
し
は
各
か

の
眼
郎
に
伊
勢
廓
と
い
う
も
心

が
あ
っ
て
、
匍
徊
、
ぶ
聖
が
s
.

即
の
配
剤
と
し
て
ヽ
９
勢
徊
り

（
肪
な
の
ふ
一
１
限
に
あ
る
伊
勢

術
ま
に
お
初
り
す
る
こ
と
）
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

あ
る
胞
の
前
、
咄
家
と
な
っ

た
応
佐
は
ヽ
伊
外
御
り
の
拠
に

詐
か
け
ま
し
た
。
む
か
し
の
拠

は
翻
い
て
伽
く
も
の
で
す
か
ら
、

胆
き
肌
れ
た
郎
庖
は
ヽ
迩
㈲
の

難
な
で
依
み
ま
し
た
・

「
お
Ｗ
:
と
-
Ｈ
-
K
p
J
S
i
t
ｊ
ｆ
ｅ
を
く
だ

さ
沁
祐
」
”
’
゛

茶
店
の
お
ば
あ
さ
ん
が
運
ん

②

で
き
た
よ
も
ぎ
鴫
を
み
て
ヽ
良

能
は
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。
鴫
に

つ
き
こ
ん
だ
よ
も
ぎ
は
、
色
あ

せ
て
匙
っ
ぽ
く
な
っ
て
い

が
ふ
つ
う
で
す
。
な
の
に
、

や
か
な
喇
＆
を
し
て
い
る
で

な
っ
て
い
る
の

。
な
の
に
、
鮮

し
て
い
る
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

貞
信
は
「
ど
う
し
た
ら
、
こ

ん
な
き
れ
い
な
色
に
な
る
の
で

す
か
」
と
、
た
ず
ね
ま
し
た
。

「
葵
ん
だ
よ
も
ぎ
を
ワ
ラ
卿

の
出
で
ゅ
で
る
と
、
よ
い
の
じ

や
よ
」
と
、
お
ば
あ
さ
ん
は
貌

切
に
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

郎
能
は
、
こ
の
友
出
を
床
恥

づ
く
り
に
活
か
せ
ば
よ
い
の
で

は
な
い
か
と
。

雲
圈
拓
い
旺
除
加
を

が
で
き
あ
が
っ
た
の
で
す
。

が
わ
、
え
や
す
’
。
か
ち
ゃ

川
家
康
に
仕
え
て
お
茶
の

件
け
に
あ
た
っ
て
い
た
古

訃
と
い
う
侍
は
、
こ
の
抹

み
て
た
い
そ
う
知
に
ん
り

を
県
廓
と
ゆ
び
、
さ
っ
そ

恥
に
と
ど
け
ま
し
た
。

思
い
つ
い
た
の

で
す
。宇

治
の
ま
ち

か
え
て
ぃ
Ｉ
’
人

へ
帰
っ
た
貞
信

は
、
す
ぐ
に
茶

店
の
お
ば
あ
さ

ん
か
ら
聞
い
た

こ
と
を
お
茶
に

た
め
し
て
み
ま

し
た
。
そ
う
す

る
と
、
い
ま
ま

で
の
も
の
よ
り

ず
っ
と
鮮
や
か

な
緑
色
を
し
た

そ
の
衡
ヽ
撒
５
の
あ
と
を
つ

い
だ
畠
諒
と
い
う
左
は
・

裁
く
か
ら
の
ぽ
節
を
「
拙
哉
」
ヽ

応
庖
の
つ
く
っ
た
削
節
を
「
俊

哉
」
と
各
づ
け
ま
し
た
。
ど
ち
ら

も
掲
載
恥
が
胎
い
た
爾
も
七
割

ｓ
抹
渫
の
名
と
し
て
、
い
ま
も

広
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
市
史
編
さ
ん
室
）

こ
れ
く
莉そ

C
O
Ｌ
Ｏ
０
０

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

意
兄
の
内
容
は
、
騒
音
や
大
気

汚
染
、
自
然
景
観
、
緑
地
帯
な
ど

の
環
境
傑
全
対
策
、
工
事
中
の
問

題
、
被
書
補
償
な
ど
が
比
較
的
多

い
よ
う
で
す
。
そ
の
ほ
か
。
環
境

影
響
評
価
（
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）
に

と
ど
ま
ら
ず
、
都
巾
基
盤
整
備
や

府
・
巾
に
対
す
る
'
S
i
!
望
も
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

市
で
は
こ
れ
ら
の
意
見
書
を
整

理
し
、
事
業
主
の
日
本
道
路
公
団

に
送
り
、
評
価
書
案
の
修
正
や
見

解
を
求
め
る
と
と
も
に
公
表
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

事
業
主
か
ら
提
出
さ
れ
た
修
正
書

ま
た
は
見
解
書
を
十
五
日
間
、
市
。

民
に
縦
な
し
て
も
ら
っ
た
う
え
、

準
公
聴
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
（
環
境
保
全
課
）

光
課
ま
で
提
出
の
こ
と
。

▽
一
人
一
点
に
限
る
。

▽
版
権
は
宇
治
市
に
帰
試
し
、
応

募
作
‥
川
は
返
却
し
な
い
。

な
お
、
５
川
末
‐
ま
で
、
巾
営

無
料
休
憩
所
で
、
前
年
度
の
優
秀

作
‥
Ｊ
を
厦
示
し
て
い
ま
す
の
で
ご

ら
ん
く
だ
さ
い
。
（
商
工
観
光
課
）

点
訳
奉
仕
員
養
成
講
習
会

京
都
府
盲
人
協
会
で
は
点
字
講

習
会
を
開
き
ま
す
。
▼
と
き
・
・
・
６

月
か
ら
、
毎
月
第
２
月
曜
日
午
後

１
時
か
ら
４
時
ま
で
▼
と
こ
ろ
・
：

宇
治
市
役
所
分
庁
舎
▼
申
し
込
み

…
５
月
２
４
日
ま
で
に
福
祉
課
へ
。

（
受
講
料
は
無
料
で
、
器
材
は
貸

与
し
ま
す
。
）
（
福
祉
課
）

ふ
る
さ
と
む
か
し
話

回
。
Ｅ
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8りよだ政市治宇Ｉ
ｒ
Ｄ
く

”
私
も
ひ
と
こ
と
”
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
を
作
り
、
毎
月
テ
ー
マ
を
決

め
、
み
な
さ
ん
の
意
見
を
掲
載
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

四
月
は
「
私
と
ふ
る
さ
と
」
を
テ
ー
マ
に
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
さ
っ

そ
く
、
懐
か
し
い
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
や
、
引
越
し
て
こ
ら
れ
て
人
と

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
努
力
さ
れ
て
い
る
模

様
な
ど
投
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

思
い
多
き
宇
治
の
町

私
は
旧
宇
治
町
妙
楽
九
十
八
番

地
で
明
治
三
十
四
年
に
生
ま
れ
ま

し
た
。
思
い
返
せ
ば
七
十
九
年
間

の
諸
々
の
事
が
夢
の
様
に
浮
か
ん
で

き
ま
す
。
地
区
的
に
は
宇
治
町
六

番
組
大
亀
町
と
な
り
ま
す
。
大
昔

は
平
等
院
の
境
内
だ
っ
た
そ
っ
で
、

今
で
も
そ
れ
に
ち
な
ん
だ
名
が
残

っ
て
い
ま
す
。
池
殿
町
、
・
地
蔵
堂

町
、
薬
師
町
な
ど
お
堂
に
関
し
た

も
の
や
、
大
亀
町
な
ど
は
大
き
い

亀
が
い
た
の
で
し
ょ
う
惣
家
の

回
り
は
茶
畑
で
田
畑
も
軒
下
に
あ

り
、
ド
ジ
ョ
ウ
が
た
く
さ
ん
取
れ

る
湧
水
の
あ
る
…
…
水
井
バ
が
あ
り

ま
し
た
。
道
の
横
溝
に
は
、
か
に

が
は
い
、
う
な
ぎ
が
頭
を
出
し
て

い
た
事
を
覚
え
て
い
ま
す
。
八
十

八
夜
の
頃
と
な
れ
ば
茶
農
家
の
ほ

い
ろ
ば
か
ら
、
製
茶
の
に
お
い
香

を
催
く
わ

号
・
い
承
合
3
3

番
い
な
了
い
琶

話
さ
え
ご
問
琵
ｊ

へ
竃
だ
変
で
の
。
治
4
1

人
・
く
を
の
。
心
‥
す
宇
3
1

業
て
旨
す
採
ま
市
ま
Ｉ

る
職
い
趣
ま
の
ね
治
報
2
2

1
・
書
゜
り
稿
か
宇
広
話

。
’
。
齢
を
度
あ
原
い
１
壽
竃

≪
J
年
由
I
ｔ
が
゛
そ
6
1
≪
-

稿
。
理
Ｔ
人
‥
お
は
〒
所

几
ス
れ
は
幻
場
な
に
ヽ
役

１
氏
望
９
す
・
却
は
市

・
希
は
直
い
返
先

所
れ
稿
に
さ
ヽ
て

住
匿
原
度
だ
せ
あ

ａ
シ
ひ

ぐ
わ
し
く
、
ほ
い
ろ
し
唄
も
、
の

ど
か
に
聞
え
て
く
る
の
で
し
た
。

茶
畑
に
は
露
草
が
咲
き
乱
れ
、
田

の
あ
ぜ
に
は
タ
ン
ポ
ポ
、
ス
ミ
レ
、

一
ゝ一

蓮
華
草
が
毛
せ
ん
を
敷
く
よ
う
で

し
た
。

夕
暗
み
迫
る
頃
と
な
れ
ば
、
か

i
■
≪
!
る
の
声
が
河
鹿
の
ぶ
フ
に
聞
え
、

夜
に
な
る
と
、
蛍
が
軒
を
か
す
め

て
飛
び
交
い
、
筰
法
寺
あ
た
り
に

ふ
く
ろ
う
が
ホ
ウ
、
ホ
ウ
、
ホ
ウ

ス
ケ
ド
ウ
シ
ョ
ウ
、
ノ
リ
ス
リ
オ

ヶ
、
と
鳴
い
て
い
る
の
だ
と
聞
き

ま
し
た
。
冬
の
夜
更
け
と
な
れ
ば

で
は
発
生
し
て
お
り
。
日
本
に
侵

人
す
る
機
会
を
う
か
が
っ
て
い
ま

す
。生
後
三
ヵ
日
‥
以
ｈ
の
犬
を
飼
っ

て
い
る
人
は
、
春
・
秋
の
集
団
予

防
注
射
を
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

世界の狂犬病発生状況

山
か
ら
狐
が
下
り
て
米
て
．
ケ
ン

ケ
ン
と
鳴
く
心
が
軒
端
に
聞
え
た

こ
と
が
あ
っ
た
と
祖
母
か
ら
聞
い

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

心
の
ふ
れ
あ
い
求
め
て

さ
わ
や
か
な
宇
治
橋
か
ら
望
む
景

色
。私
に
と
っ
て
宇
治
は
第
二
の
ふ

る
さ
と
で
す
。
ふ
る
さ
と
は
愛
す

べ
き
も
の
で
あ
り
、
色
々
な
思
い

出
が
詰
っ
て
い
る
心
の
箱
だ
と
思

い
ま
す
。

生
ま
れ
て
か
ら
十
五
年
過
ご
し

た
。
京
都
の
束
寺
さ
ん
の
近
く
の

ふ
る
さ
と
に
も
、
ま
だ
執
着
し
続

け
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

人
と
の
ふ
れ
あ
い
の
暖
か
さ
を
忘

れ
た
く
な
い
為
に
。
で
も
、
引
越

し
て
き
て
ト
年
が
た
と
う
と
し
て

い
る
今
、
こ
の
宇
治
で
の
暖
か
い

ふ
れ
あ
い
を
、
も
っ
と
深
め
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
区
民
運
動
会

で
町
内
の
人
々
と
一
生
嬰
叩
応
援

し
合
い
、
優
勝
し
た
と
き
な
ど
。

み
ん
な
と
と
も
に
喜
び
合
い
充
実

し
た
一
‐
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ぶ
る
さ
と
”
と
い
う
と
建
物

な
ど
も
思
い
出
し
ま
す
が
、
建
物

は
し
ゃ
べ
り
ま
せ
ん
。
や
っ
ぱ
り

優
し
い
。
暖
か
い
人
々
と
の
心
の

次
回
、
秋
の
予
防
注
射
は
ト
Ｈ
の

予
定
で
す
。

な
お
、
集
団
接
種
に
連
れ
て
行

け
な
い
時
は
。
近
く
の
猷
医
さ
ん

で
受
け
て
く
だ
さ
い
。（

傑
健
衡
生
き
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’
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四
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カ

一
こ

ブ
日

一

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
や
公
民
館

が
で
き
る
事
は
と
て
も
良
い
事
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
新

し
い
市
民
と
地
元
の
市
民
と
が
溶

け
込
み
、
親
し
み
合
え
、
一
人
一

人
が
協
力
し
合
っ
て
住
み
よ
い
場

所
に
な
っ
て
い
け
た
ら
最
高
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

宇
治
の
よ
さ
残
そ
う

宇
治
に
生
ま
れ
て
、
七
十
年
近

く
な
り
ま
す
。
大
正
の
末
期
か
ら

昭
和
の
初
期
に
か
け
て
子
治
に
は
、

菊
人
形
や
映
画
館
。
芝
居
の
館
も

あ
っ
て
ま
さ
に
娯
楽
の
宇
治
で
し

た
。
し
か
し
、
今
は
そ
の
よ
う
な

娯
楽
は
な
く
、
商
業
の
ま
ち
と
な

っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
塔
ノ
島
や

平
等
院
は
改
良
さ
れ
て
い
て
も
、

昔
さ
な
が
ら
の
面
影
を
残
し
、
年

々
観
光
客
も
増
え
て
い
く
の
は
、

ま
こ
と
に
よ
ろ
こ
ば
し
い
嘔
で
す
。

し
か
し
、
こ
れ
以
ｈ
．
名
所
、
名

物
を
な
く
さ
な
い
よ
う
お
肌
い
し

た
い
。
あ
の
宇
治
川
の
戦
陣
。
源

頼
政
の
最
孚
函
一
っ
た
扇
の
芝
な

ど
は
。
い
つ
ま
で
も
歴
史
の
一
頁

に
な
る
よ
う
残
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
。

郷
土
の
誇
り
と
な
る
宇
治
茶
の
香

を
育
て
る
土
地
も
、
こ
れ
以
上
な

く
さ
な
い
よ
う
、
お
互
い
に
声
を

大
き
く
し
て
訴
え
ま
し
ょ
う
。
な

お
、
最
後
に
、
道
路
の
整
備
や
公

民
館
、
隻
屏
の
建
設
計
画
も
、

計
画
ど
お
り
で
き
る
よ
う
に
お
願

い
す
る
と
と
も
に
、
明
星
園
に
も
、

園
の
横
に
あ
る
土
地
を
利
用
し
て

持
発
ホ
ー
ム
を
建
設
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
っ
か
し
き
故
郷

私
の
故
郷
は
長
崎
近
郊
の
一
村
一

落
で
、
私
が
故
郷
を
出
て
か
ら
約
一

七
十
年
に
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
一

て
、
現
在
は
文
化
の
浪
に
の
っ
て
一

村
の
事
象
も
い
ろ
い
ろ
近
代
化
さ
Ｉ

れ
て
い
る
事
と
思
い
ま
す
。
し
か
一

し
。
少
年
時
代
の
思
い
出
は
な
つ
一

か
し
い
も
の
で
、
昔
の
事
物
は
可
一

及
的
に
保
存
し
た
い
も
の
で
す
。
‥

里
川
孝
代

こ

一一

５
月
の
テ
ー
マ

”
私
の
健
康
法
”

旦
ｙ
場
・
：
い
ず
れ
も
公
民
館
（
市
誕
辰
）

一
〇
参
加
資
格
…
３
コ
ー
ス
と
も
、
市
民
ま
た
は
、
市
内
に

勤
務
す
る
1
6
歳
以
上
の
人
で
初
心
者
で
あ
る
こ
と
。

○
受
購
申
込
み
…
往
復
ハ
ガ
キ
に
希
望
コ
ー
ス
・
住
所
・

市
民
ア
ト
リ
エ

氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号
を
明
記
し
て
、
５
月

2
0
日
ま
で
に
公
民
館
（
宇
治
里
尻
7
1
‐
９
、
晋
１
２

８
０
４
）
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
一
人
一
コ
ー
ス

に
限
り
ま
す
。
３
コ
ー
ス
と
も
先
着
順
で
す
。

な
お
、
今
ま
で
に
油
絵
教
室
・
手
｛
一
寝
室
・
ア
ー
ト
フ

ラ
ワ
ー
教
室
を
受
講
し
た
人
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

ご
。
一

（
公
民
館
）

募
集
の
ご
協
力
を

五
目
二
日
か
ら
口
本
赤
十
字
社
員
増
強
・
社
資
募
集
連
動
強

化
月
間
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
赤
十
字
事
業
を
推
進
す

る
た
め
、
「
全
戸
社
員
加
入
」
を
肖
標
に
社
資
を
募
集
し
て
い
ま

す
。社

資
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
救
済
な
ど
の
国
際
救
援
活
動
や

献
血
事
業
、
災
害
救
護
な
ど
の
事
業
に
あ
て
ら
れ
ま
す
。

町
内
会
や
自
莞
。
右
通
じ
て
お
願
い
に
ま
わ
り
ま
す
の
で
’

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

（
‐
本
赤
土
子
社
宇
治
市
地
区
）

7１
０
０
０

キ
ャ
ン
プ
指
導
者

養
成
講
習
会

巾
教
育
委
ｎ
会
で
は
、
野
外
活

動
の
桁
導
者
と
し
て
必
'
９
ｉ
:
＜
:
≪
理
論

と
尖
技
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
こ

う
と
、
キ
ャ
ン
プ
指
導
者
跨
成
講

習
会
を
開
き
ま
す
。

マ
学
買
ｔ
５
Ｈ
２
１
Ｈ
・
2
2
‐

2
7
‐
・
・
・
午
後
６
時
半
？
９
時

小
民
会
館
人
会
議
室

マ
実
習
１
５
Ｕ
２
４
‐
・
：
午
後
１
時

ｔ
？
翌
2
5
H
、
炭
山
キ
ャ
ン
プ

セ
ン
タ
ー

▽
講
師
＝
‐
本
キ
ャ
ン
プ
協
<
ｆ
-
5
-
'

級
指
導
八
５
ｉ
木
保
博
さ
ん
他

＞
≪
･
!
>
加
資
恪
＝
巾
民
ま
た
は
巾
内

ｔ
ｊ
Ｖ

に
勤
務
し
て
い
る
人

マ
巾
し
込
み
方
法
＝
受
講
申
込
み

｀
‥
に
参
加
賞
二
千
'
■
ｄ
'
-
ｃ
円
を
添

え
て
5
H
2
0
日
ま
で
に
社
会
教

育
課
へ
。

（
社
会
教
育
課
）

国
勢
調
査

ご
協
力
く
だ
さ
い

今
年
は
圓
勢
調
査
の
あ
る
吊
－

ト
月
．
‐
に
企
国
い
っ
せ
い
に
調

査
が
行
わ
れ
ま
す
．

国
勢
調
た
は
．
総
理
府
統
計
Ｑ

が
担
当
し
、
都
道
府
県
や
市
町
村

を
通
じ
て
行
い
ま
す
．

宇
治
巾
で
も
、
ト
月
の
訓
査
に

備
え
て
、
昨
年
か
ら
現
地
訓
査
や

地
図
、
航
空
ぢ
真
な
ど
を
参
考
に

前
川
'
･
'
4
J
_
年
に
調
査
し
た
後
の

住
ｔ
や
ア
パ
ー
ト
、
マ
ン
シ
ョ
ン
．

寮
な
ど
の
施
設
の
新
築
な
ど
が
今

回
の
国
勢
調
査
の
実
施
に
及
ぼ
す

現
況
の
変
化
を
調
査
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
の
人
口
を
も
れ
な
く

重
な
る
こ
と
な
し
に
調
べ
る
た
め

約
几
卜
世
帯
を
爪
位
と
す
る
調
立

区
の
網
を
巾
内
全
域
に
引
く
作
業

も
完
了
し
ま
し
た
。

今
川
の
調
だ
で
は
調
査
区
数
も

増
え
、
m
･
ｉ
ｚ
も
前
回
の
約
１
ｙ
＜
ｎ

人
か
ら
Ｆ
人
近
く
に
増
Ｕ
し
、
調

食
に
当
る
兄
込
み
で
す
。

（
企
画
課
）

正
し
い
犬
の
飼
い
方
②

先
月
、
市
の
各
地
域
で
春
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を

行
い
ま
し
た
が
、
あ
な
た
の
愛
犬
は
予
防
注
射
を
受

け
た
で
し
ょ
う
か
、
大
の
病
気
で
恐
い
の
が
こ
の
狂

犬
病
で
す
。
今
回
は
狂
犬
病
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

▽
恐
し
い
狂
犬
病
〈

狂
犬
病
は
．
．
度
発
病
す
る
と

助
か
る
兄
込
み
が
な
く
、
犬
の
’
ｒ

防
注
射
を
徹
底
す
る
こ
と
だ
け
が

こ
れ
を
防
ぐ
唯
．
の
方
法
で
す
．

狂
犬
病
は
、
「
恐
水
病
」
と
も

呼
ば
れ
、
犬
を
主
体
に
流
行
し
ま

す
が
、
人
も
狂
犬
病
の
犬
に
か
ま

れ
る
と
感
染
し
恐
水
病
に
か
か
り

大
変
危
険
で
す
。

狂
犬
病
に
か
か
っ
た
犬
は
、
狂

埴
化
し
、
何
で
も
‐
に
映
る
も
の

を
か
む
よ
う
に
な
り
、
最
後
に
は

全
身
マ
ヒ
を
起
し
、
一
週
間
ほ
ど

で
死
に
ま
す
。

現
在
‐
本
で
は
、
発
生
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
碑
国
や
フ
ィ
リ
ッ
ビ

ン
ゴ
ノ
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
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第

清
掃
の
仕
事
に
ご
協
力
を

ゴ
ミ
対
策
は
、
都
市
問
題
の
中
で
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
良
好
な
生
活
環
境
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
み
な
さ
ん
の
協
力

が
必
要
で
す
。
い
ま
一
度
、
次
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

毎
年
増
え
続
け
る
ゴ
ミ
を
処
理

す
る
た
め
に
。
市
で
は
市
民
の
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
を
え
て
「
分
別

・
水
切
り
・
再
生
利
用
」
と
い
う

三
つ
の
ル
ー
ル
作
り
を
進
め
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
。
市
民
一
人
び
と
り
に

自
分
の
出
す
ゴ
ミ
に
責
任
を
持
っ

て
い
た
だ
こ
う
と
す
る
も
の
で
、

各
ご
家
庭
で
こ
の
三
つ
の
ル
ー
ル

を
実
行
し
て
い
た
だ
く
と
ゴ
ミ
の

Ｍ
も
減
り
、
市
の
財
政
負
担
も
軽

減
さ
れ
ま
す
。

今
後
と
も
次
の
要
領
で
ご
協
力

市
で
は
、
ゴ
ミ
の
減
量
と
資
源

の
再
利
用
を
は
か
る
た
め
、
町
内

会
や
自
治
会
な
ど
の
市
民
団
体
と

協
定
を
結
び
、
報
償
金
を
出
一
し
て

く
だ
さ
い
。

ｙ
分
別
…
下
の
表
を
参
考
に
「
燃

え
る
ゴ
ミ
」
と
「
燃
え
な
い

ゴ
ミ
」
に
分
け
ま
し
ょ
う
。

ｙ
水
切
り
・
・
・
流
し
の
三
角
コ
・
・
・
・
ナ

ー
で
水
切
り
を
十
分
に
し
。

さ
ら
に
ポ
リ
袋
の
す
み
を
切

り
、
手
で
軽
く
押
え
る
と
三

分
の
一
以
上
の
量
が
減
り
ま

す
。

ｙ
再
生
利
用
：
市
が
実
施
す
る
古

紙
回
収
事
業
な
ど
へ
出
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
捨
て
る
前

に
も
う
一
度
利
用
方
法
を
考

古
紙
を
回
収
し
て
い
ま
す
。
報
償

金
は
、
古
紙
一
㎏
あ
た
り
五
円
で

す
が
、
古
紙
相
場
の
変
動
に
よ
り

金
額
を
上
乗
せ
し
ま
す
。

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

清掃特集

な
お
。
ゴ
ミ
は
必
ず
収
集
日
の

当
日
に
定
点
へ
出
し
て
Ｉ
迎
さ
い
。

「
燃
え
る
ゴ
ミ
」
と
「
燃
え
な
い

ゴ
ミ
」
の
収
集
日
が
重
な
っ
た
場

合
は
。
別
々
に
分
け
て
集
積
し
て

く
だ
さ
い
。

ＩｔＥぐ一作心

古
紙
の
再
利
用
は
、
パ
ル
プ
の
い
。
く
わ
し
い
こ
と
は
清
掃
課
ま

原
料
で
あ
る
森
林
の
保
存
に
も
つ
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

な
が
り
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
。
。

む
や
み
に
ゴ
ミ
を
捨
て
る
と
。

『
廃
棄
物
の
処
理
お
よ
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
』
に
よ
■
つ
て
厳
罰
に

処
せ
ら
か
。
’
。
す
。

ま
た
、
こ
っ
そ
り
山
や
川
に
ゴ

ミ
む
務
て
よ
う
と
す
る
不
心
得
者

を
兄
つ
け
た
ら
。
警
察
ま
た
は
、

清
掃
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

し
尿
収
集

し
尿
収
集
（
く
み
取
り
）
は
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。

転
居
や
家
族
数
に
増
減
が
あ
っ

ご
家
庭
の
ト
イ
レ
が
単
独
の
し

尿
浄
化
槽
の
場
合
、
維
持
管
理
（
定

期
的
な
点
検
）
と
清
掃
（
汚
泥
の

た
場
合
に
も
、
印
か
ん
と
領
収
書

を
ご
持
参
の
う
え
、
清
掃
課
ま
で

直
接
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

抜
き
取
り
）
が
必
要
で
す
の
で
、

必
ず
専
門
の
業
者
と
契
約
し
て
く

だ
さ
い
。

呪ｓｓｓｓｓｓｓ呪ｓ呪ｓｓ呪ｓｓｓｓｓｓ呪ｓｓ汲汲吸汲汲汲汲汲汲吸朗朗汲汲汲汲汲汲汲汲Ｑ
Ｘ

人
れ
大
袋
し

に
る
入
る
３
示

袋
く
は
て
ゝ
表

リ
く
に
持
る
２
を

ポ
を
箱
で
す
は
一

の
ロ
ル
手
に
の
カ

用
り
Ｉ
片
さ
す
る
ツ

専
か
ボ
は
重
出
す
る
テ

は
っ
ン
ー
袋
ヽ
に
に
す
ス

ミ
し
ダ
い
り
さ
度
度
示
の

ゴ
れ
ぐ
な
ポ
き
１
程
表
Ｊ
■

方
①
②
③
と
済

丿
去

・
る
物
除

ね
る
れ
Ｂ

し
る
束
す
割
ｃ
るす
れ
て
り
Γ
Ｐ
す

出
出
入
し
く
る
造
に
Γ
る
用

る
て
に
に
お
め
荷
表
は
す
利

れ
せ
袋
い
て
と
り
ヽ
種
用
を

人
ま
り
る
ら
し
ま
か
み
３
利
集

の
に
込
ポ
す
ぐ
出
く
っ
包
の
を
収

袋
み
の
る
に
ｍ
る
る
り
さ
し
に
Ｉ
る
３
｀
Ｑ
る

り
し
用
え
し
３
え
え
取
小
れ
重
ラ
ー
え
料
ゴ
す

｀
４
ポ
に
専
考
出
径
考
考
ず
に
人
厳
一
へ
考
有
る
料
頼

の
ど
ら
を
小
直
を
を
必
う
に
ら
ク
課
を
ぐ
す
有
依

ゴ
用
．
な
か
用
て
・
用
る
用
は
よ
ど
か
ム
掃
用
集
理
は
を

専
れ
て
利
ね
る
ｍ
利
す
利
物
い
な
て
一
清
利
収
処
た
理

ヽ
切
め
生
束
す
匹
生
に
生
容
な
袋
っ
ル
は
生
ミ
て
ま
処

ら
布
詰
再
く
に
さ
再
し
再
内
ら
な
割
・
く
再
ゴ
つ
Ｉ
に

か
や
に
ど
さ
し
長
ど
出
ど
の
ば
夫
は
ジ
し
ど
時
も
入
者

て
紙
袋
な
小
出
は
な
小
な
ど
さ
丈
ど
ン
わ
な
臨
を
搬
業

し
聞
小
す
ら
小
ど
す
き
す
な
か
ヽ
な
レ
く
す
は
任
己
の

を
新
は
出
か
き
な
出
裂
出
類
は
は
球
子
ぐ
出
た
責
自
門

り
゛
｀
ζ
へ
て
除
竹
に
き
ヘ
ン
の
の
電
電
す
に
ま
が
く
専

切
つ
ゴ
収
し
を
ヽ
収
引
収
力
も
も
・
・
出
収
入
者
理
や

水
ず
い
回
壊
ど
れ
回
く
回
・
る
な
灯
ビ
ら
回
搬
業
処
先

く
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